
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
小さな花がかわいいムラサキ。 
花は白いのにムラサキという名前なのは根が 
紫色をしているためです。 
根に含まれるシコニンには創傷治癒促進作用・
抗炎症作用があり、紫雲膏やボラギノールにも
使われています。 
 
 
科名：ムラサキ科  
生薬名：シコン（紫根）  
薬用部位：根 
薬効：創傷治癒促進、 
   抗炎症 

「百花の王」と讃えられるボタンは大きく豪奢な花
が特徴的。春牡丹は4～5月にかけて咲き、薬草園
のボタンは4月上旬が見ごろです。 
また花が美しいだけでなく、根皮に含まれるペオ
ノールには駆瘀血作用があり、主に婦人病に用いら
れます。 
漢方薬では温経湯、加味逍遥散に使われています。 
 
          科名：ボタン科  
          生薬名：ボタンピ 
          薬用部位：根皮 
          薬効：駆瘀血、抗菌 

1922年考古学者ハワード・カーターはエジプト南部ルクソールの
王家の谷でツタンカーメン王の墓を発見。そのとき黄金のマスクな
どの副葬品といっしょにえんどう豆が出土しました。カーターはそ
の豆をイギリスへ持ち帰り、発芽させることに成功しました。 

古代エジプトで栽培されていた品種は現在では「ツタンカーメンの
えんどう豆」として世界中で栽培されています。 
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前号特集されていたボリジ
もムラサキと同じムラサキ
科です。 

シャクヤクもそろそろ 
咲きそうです。 

科名：マメ科  

学名：Pisum sativum 


